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１． はじめに

　連続地中壁の施工では溝壁の安定が施工の良否を決めるといえる。

このため安定液の管理と共に、現場条件によってはソイルセメント

壁(以下ＳＭＷ)などの溝壁防護を実施することが一般的である。

安定液については、濃度、地下水位との比高などの要因が溝壁の

安定性へ影響を与えることが知られているが、溝壁防護を実施した

場合、その効果については、研究例も少なく明確でないといえる。

　今回、東大阪の軟弱粘性土地盤における、鉄筋コンクリート地下

地中連続壁を用いた立坑築造工事において、溝壁防護を併用したト

レンチ掘削時の溝壁挙動を計測した。本書はその結果を報告すると

ともに、溝壁防護の妥当性について検証するものである。

２． 施工条件

　本工事は鉄筋コンクリート連続地中壁を用いた円形

立坑築造工事(φ17,600mm)であり、地中壁のトレン

チ掘削幅は t=1,100mm、掘削深さは L=59,600mmであ

る。

　エレメント長は先行が 2,462mm、後行が 7,386mm

となっている。

　トレンチ掘削にはBW掘削機を使用した。

　施工対象箇所の地盤は、上層部(GL-3～-22.3m)にＮ

値の小さい(0 程度)、鋭敏性の高い軟弱粘性土層が堆

積している。

　溝壁防護には SMWを用い、軟弱粘性土層を対象に

GL-22.3ｍまで施工した。

３． 計測方法

　計測は溝壁の挙動を把握することに主眼を置いたも

のとし、溝壁防護として実施した SMWに計測器を設

置した。右表に計測項目および計測方法を示す。

４． 計測結果

　トレンチ掘削時に大きな崩壊は発生せず、無事施工

を完了した。これは溝壁防護の効果に加えて、安定液

の濃度を濃くし、比重 1.15～1.2 程度としたことによ
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図.1計測器配置図

表.1　計測項目一覧

計測内容 計測項目 計測方法 記号

溝壁の変形 ＳＭＷ水平変位 多段式傾斜計 ◆

作用側圧 ＳＭＷ作用土圧 土圧計

作用水圧 ＳＭＷ作用水圧 間隙水圧計
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るものと考えられる。

溝壁の変形計測では、トレンチ掘削初期の段階で溝壁防護ＳＭＷ

の下部(ＧＬ-20m付近)で 3mm 程度の押し出しが計測されたが、掘

削完了後には上部でも掘削側への押し出しが発生し、溝壁全体が掘

削側へせり出していることが確認された。

また溝壁の変形と同時期に土圧(作用側圧)の減少が計測された。

これはそれまで周辺地盤との密着により捉えられていた側圧が、

溝壁防護ＳＭＷの掘削側へ押し出し変形することで、一時的に

逃がされたためと考えられる。地中間隙水圧については、安定

液の影響により掘削中は上昇する傾向にあり、側圧（土圧+水

圧）の減少現象はトレンチ掘削による溝壁周辺地盤の撹乱と溝

壁の押し出しを示すものと考えられる。

これらの現象はエレメントの解放長（掘削長）にも大きく影

響を受けていると考えられ、エレメント中央に配した測点No.2

はエレメント端部に近い測点 No.1 に比べ変形が大きく発生し

ている。

５． 結論

　計測結果より、以下のことが確認された。

① 鋭敏な軟弱粘性土層では微小な施工影響によっても溝壁

の崩落が発生する可能性が高い。

② 本工事では溝壁防護が有効であった。

③ 溝壁崩壊は円弧滑り的な挙動ではなく、剥落的なもので

ある。

④ 溝壁の安定には安定液の管理も重要である。

６． おわりに

　今回の計測では、連続地中壁トレンチ掘削時の定性的な挙動

の把握をおこなったが、変形量などの計測値に対する考察がで

きていない。今後は立坑掘削時に地盤、土質試験を実施し、計

測結果との関連付けをおこなうとともに数値解析等を用いて詳

細な検証を行いたいと考える。
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